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犬
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
市

民
生
活
に
つ
い
て
の
１
年
間
の

計
画
は
、
新
年
度
（
４
月
か
ら

１
年
間
）
の
施
政
方
針
と
予
算

編
成
か
ら
始
ま
り
ま
す
。�

　
施
政
方
針
は
家
庭
で
い
え
ば

年
の
初
め
に
「
今
年
は
家
を
新

築
し
よ
う
か
」
と
か
「
車
を
買

い
換
え
よ
う
か
」
、
あ
る
い
は

食
料
費
や
医
療
費
な
ど
支
出
先

を
決
め
る
こ
と
で
す
。�

　
そ
の
裏
付
け
と
な
る
の
が
、

予
算
編
成
で
す
。
我
々
の
生
活

で
い
え
ば
、
収
入
（
給
料
や
稼

ぎ
）
を
元
に
支
出
（
使
い
道
）

が
あ
る
よ
う
に
、
市
の
予
算
は

市
民
や
会
社
（
事
業
所
）
か
ら

い
た
だ
く
市
税
や
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
、
県
か
ら
の
支
出
金

な
ど
の
歳
入
と
、
こ
れ
に
対
す

る
事
業
な
ど
を
行
う
歳
出
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
　�

　
施
政
方
針
は
先
号
で
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
予
算
案
と
、

市
職
員
の
人
事
異
動
を
掲
載
し

ま
す
。�

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
犬
山
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。�

　
市
観
光
協
会
は
、
今
年
も
市
内
に
あ
る
名
古

屋
経
済
大
学
の
女
子
学
生
４
人
を
「
犬
山
観
光

学
生
大
使
」
に
任
命
し
ま
し
た
。�

　
観
光
学
生
大
使
は
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ク
ル
ー
に
変
わ
り
、
２
年
前
か
ら
始
め
た

制
度
で
、
今
回
が
３
回
目
。
若
者
の
目
線
で
、

犬
山
の
観
光
を
発
信
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
。�

　
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
案
内
や
司
会
の
ほ
か
、

市
外
で
観
光
宣
伝
を
す
る
な
ど
年
間
３０
回
ほ
ど

の
活
動
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
年
度
の
観
光
大
使
に
は
、
写
真
の
右
か
ら

鶴
田
侑
里
さ
ん
（
２０
歳
）
、
吉
永
ち
ひ
ろ
さ
ん

（
１９
歳
）
、
ダ
オ
・
テ
ィ
・
キ
ェ
ウ
・
ミ
ィ
さ

ん
（
２１
歳
）
、
原
田
志
穂
梨
さ
ん
（
２０
歳
）
の

４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
デ
ビ
ュ
ー
は
春
の
犬
山
祭
で
、
愛
く
る
し
い

表
情
で
観
光
宣
伝
を
し
て
い
ま
し
た
。�

新
年
度
ス
タ
ー
ト�

人が輝き　地域と活きる “わ”のまち　犬山�
No.1208

2015

名古屋経済大学の�
 4人が「学生大使」�

Apr.

市
政
や
予
算
の
使
い
道
に
関
心
を
！�

観光ＰＲよろしく�観光ＰＲよろしく�

（
3
ペ
ー
ジ
）�

小澤副市長の所信表明�

142人の小規模異動�
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山
田
拓
郎
市
長
就
任
後
初
の
定

期
人
事
異
動
が
、
４
月
１
日
付
け

で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。�

　
新
規
採
用
の
２３
人
を
含
む
１
４

２
人
が
対
象
で
、
全
体
の
約
４
分

の
１
に
あ
た
る
小
規
模
の
異
動
と

な
り
ま
し
た
。�

　
主
な
目
的
は
①
組
織
・
機
構
の

見
直
し
を
視
野
に
入
れ
た
適
正
配

置
、
②
人
材
の
育
成
推
進
、
③
新

規
業
務
を
含
む
行
政
需
要
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
。�

　
課
長
級
以
上
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
（
　
）
は
前
職
、
敬
称
略�

���

▽
生
活
環
境
部
長
兼
防
災
監
（
経

済
部
長
）
尾
関
敏
伸
　
▽
経
済
部

長
（
都
市
整
備
部
次
長
）
小
川
清

美
　
▽
健
康
福
祉
部
子
ど
も
・
子

育
て
監
（
健
康
福
祉
部
子
ど
も
未

来
課
主
幹
）
小
島
千
枝�

���

▽
子
ど
も
未
来
課
主
幹
＝
指
導
児

童
厚
生
員
＝
（
子
ど
も
未
来
課
主

幹
兼
羽
黒
北
子
ど
も
未
来
園
長
）

江
間
明
美
　
▽
収
納
課
長
（
福
祉

課
長
＝
福
祉
会
館
長
＝
）
大
澤
春

都
詩
　
▽
会
計
課
長
（
社
会
教
育

課
長
）
浅
井
徳
夫
　
▽
子
ど
も
未

来
課
主
幹
兼
城
東
子
ど
も
未
来
園

長
（
城
東
子
ど
も
未
来
園
長
）
矢

野
ひ
と
み
　
▽
福
祉
課
長
＝
福
祉

会
館
長
＝
（
秘
書
企
画
課
長
補

佐
）
松
澤
晶
子
　
▽
歴
史
ま
ち
づ

く
り
課
長
（
収
納
課
長
）
中
村
達

司
　
▽
社
会
教
育
課
長
（
福
祉
課

長
補
佐
）
上
原
敬
正
　
▽
学
校
教

育
課
主
幹
（
愛
知
県
教
育
委
員

会
）
勝
村
偉
公
朗�

��

【
部
長
級
】�

▼
生
活
環
境
部
長
兼
防
災
監
　
小

澤
正
司
　
▼
企
画
財
政
部
総
合
調

整
監
　
長
岡
昭
雄
　
▼
健
康
福
祉

部
子
ど
も
・
子
育
て
監
　
宮
島
君

江
　
▼
教
育
部
教
育
監
　
間
宮
明

彦�【
課
長
級
】�

▼
会
計
課
長
　
仙
田
武
道
　�

�

　
平
成
２７
年
度
の
当
初
予
算
案
な

ど
を
採
決
す
る
２
月
議
会
は
最
終

日
の
３
月
１７
日
、
同
案
を
原
案
通

り
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。�

　
昨
年
１２
月
１７
日
の
新
市
長
就
任

か
ら
予
算
案
上
程
ま
で
短
期
間
で

あ
っ
た
も
の
の
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
性
を
第
一
に
考
え
、
行
財

政
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
骨
格

的
な
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ

る
新
体
育
館
の
完
成
（
平
成
２８
年

４
月
末
）
を
含
む
羽
黒
中
央
公
園

整
備
事
業
や
内
田
防
災
公
園
整
備

事
業
の
確
実
な
進
捗
を
図
れ
る
よ

う
予
算
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
総
額
で
前
年
度
比
４
・
６
％
増
、

一
般
会
計
２
・
６
％
増
、
特
別
会

計
７
・
９
％
増
、
企
業
会
計
１
・

１
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
全
体

の
４６
・
３
％
を
占
め
る
市
税
が

０
・
７
％
増
に
対
し
、
国
や
県
か

ら
の
交
付
税
や
支
出
金
が
そ
れ
ぞ

れ
１９
・
７
％
、
９
・
９
％
減
と
な

っ
た
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
計
上
す
る
な
ど
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
予
測
し
て
い
ま

す
。�

　
歳
出
で
は
土
木
費
が
２８
・
８
％

と
大
幅
増
な
の
に
対
し
、
民
生
費
、

総
務
費
、
公
債
費
が
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

《
新
規
事
業
の
主
な
も
の
》�

○
女
性
消
防
団
員
創
設
事
業�

１
８
５
万
４
千
円�

《
主
要
事
業
の
主
な
も
の
》�

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
現
物

給
付
化
事
業�

３
，
８
３
５
万
１
千
円�

　
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
、

２
市
２
町
の
医
療
機
関
等
で
窓
口

精
算
で
き
る
制
度
へ
変
更
す
る
。�

○
羽
黒
中
央
公
園
整
備
事
業�

１６
億
２４
万
３
千
円�

○
防
災
公
園
街
区
整
備
事
業�

５
億
５
，
１
２
７
万
３
千
円�

○
道
路
台
帳
等
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

４
，
３
０
０
万
円�

○
犬
山
集
中
大
規
模
観
光
宣
伝
協

議
会
負
担
金
（
犬
山
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
）
１
，
５
０
０
万
円�

○
非
構
造
部
材
改
修
工
事�

８
，
４
６
８
万
６
千
円�

　
小
中
学
校
体
育
館
の
吊
り
天
井

な
ど
に
つ
い
て
、
天
井
材
の
撤
去

な
ど
の
落
下
防
止
対
策
を
行
う
。�

○
消
防
署
北
出
張
所
整
備
事
業
　

８
，
２
２
９
万
円�

　
現
在
の
建
物
は
築
５０
年
が
経
過
、

老
朽
化
が
目
立
つ
た
め
内
田
防
災

公
園
整
備
に
合
わ
せ
北
東
部
に
新

築
移
転
す
る
。�

○
消
防
通
信
指
令
業
務
広
域
化
事

業
　
１
億
３
８
９
万
７
千
円�

平成２７年度 一般会計当初予算歳入歳出構成比表�

※端数調整により万円単位四捨五入とならない箇所があります。

市　税
１１０億６,５５３万円
４６.３%

国庫支出金
３２億５,１７９万円
１３.６%

市債
２２億５,２８０万円

９.４%

県支出金
１３億６,０７２万円

５.７%

繰入金
１１億９,１８８万円
５.０%

地方交付税
１０億６,０００万円
４.４%

諸収入
１０億３,２５８万円　４.３%

地方消費税交付金
１０億円
４.２%

使用料及び手数料
５億３,５６２万円　２.３%

分担金及び負担金
３億１,８２７万円　１.３%

繰越金　３億円　１.３%
地方譲与税　２億１,８００万円　０.９%
その他　３億１,５９３万円　１.３%

歳入�
239億�
312万円�

土木費
４６億３,２３５万円
１９.４%

教育費
２４億５,３２０万円
１０.３%

衛生費
２２億９,４２７万円

９.６%

消防費
９億３,６８８万円　３.９%

商工費
７億７,４９９万円　３.２%

議会費
２億８,１０３万円　１.２% 農林業費

２億１,３２５万円　０.９%

その他
５０１万円
０.０%

歳出�
239億�
312万円�

総務費
２１億９３１万円
８.８%

公債費
１８億９１３万円
７.６%

民生費
８３億９,３７０万円
３５.１%

一般会計 ２３９億３１１万５千円�

特別会計 １６９億９，７２０万６千円�

　国民健康保険会計 ８９億４，１６３万円�

　犬山城費会計 １億６，９１２万４千円�

　木曽川うかい事業費会計 ４，８６６万３千円�

　岡部育英事業会計 廃会計�

　相馬育英事業会計 廃会計�

　土地取得会計 ５７２万３千円�

　公共下水道事業会計 １９億９，５８３万３千円�

　教育振興事業会計 廃会計�

　農業集落排水事業会計 ６，１６７万３千円�

　介護保険会計 ４７億７，５２０万６千円�

　後期高齢者医療会計 ９億９，９３５万４千円�

企業会計水道事業会計 １７億７，２５７万９千円�

総　合　計 ４２６億７，２９０万円�

平成２７年度会計別予算額�

骨
格
的
な
予
算
編
成�

行
財
政

行
財
政
の
滞
り
を
防
ぐ�

行
財
政
の
滞
り
を
防
ぐ�

尾関敏伸�
生活環境部長�
兼　防災監�

小川清美�
経済部長�

小島千枝�
健康福祉部�

子ども・子育て監�

部
長
級

�

課
長
級

�

山
田
市
政
　
副
市
長
に
小
澤
氏
�

１
４
２
人
の
小
規
模
異
動
�

退
　
職

�

������

　
岡
田
副
市
長
の
後
任
に
小
澤
正

司
・
生
活
環
境
部
長
兼
防
災
監
の

選
任
を
求
め
る
同
意
案
が
、
市
議

会
最
終
日
の
３
月
１７
日
に
出
さ
れ
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。�

　
小
澤
氏
は
昭
和
５３
年
４
月
に
犬

山
市
役
所
に
入
庁
、
経
済
部
商
工

企
業
振
興
課
長
、
企
画
財
政
部
総

合
調
整
監
な
ど
を
歴
任
。
任
期
は

平
成
３１
年
３
月
末
ま
で
。�

　
市
議
会
で
の
所
信
表
明
（
要

旨
）
は
次
の
と
お
り
。�

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
市

民
生
活
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
公
共
施
設
の
老
朽
化
は
日

本
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
同
時
に

地
方
自
治
体
で
あ
る
犬
山
市
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、

人
口
減
少
と
公
共
施
設
の
老
朽
化

は
、
犬
山
市
に
お
い
て
も
本
格
的

に
取
り
組
む
時
期
に
来
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
考
え

る
と
、
持
続
可
能
な
都
市
に
向
け
、

新
た
な
発
想
と
視
点
に
基
づ
く
展

開
が
必
要
で
あ
り
、
犬
山
市
も
同

様
だ
と
考
え
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
今
の
犬
山
市
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
将
来
に
向

け
た
新
た
な
目
標
や
方
針
の
明
確

化
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
戦
略
の
策
定
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度
か
ら

取
り
組
む
地
方
創
生
の
総
合
戦
略

策
定
の
中
で
、
目
標
、
方
針
、
戦

略
の
骨
格
を
つ
く
り
市
の
総
合
計

画
の
見
直
し
に
つ
な
げ
て
い
く
つ

も
り
で
す
。�

　
次
に
、
戦
略
を
実
現
す
る
市
の

機
構
や
組
織
の
見
直
し
も
同
時
に

進
め
、
ス
リ
ム
で
意
思
決
定
の
早

い
組
織
へ
と
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
組
織

の
形
を
変
え
て
も
働
く
職
員
の
意

識
や
行
動
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
活

力
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。�

　
ス
ポ
ー
ツ
の
ラ
グ
ビ
ー
に
例
え

れ
ば
、
パ
ス
と
キ
ッ
ク
で
展
開
を

図
る
タ
イ
プ
だ
け
で
な
く
、
自
ら

ボ
ー
ル
を
持
っ
て
縦
へ
突
進
す
る

タ
イ
プ
の
職
員
を
増
や
し
、
多
様

な
人
材
の
確
保
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り

犬
山
市
も
変
革
の
時
代
へ
進
み
ま

す
が
、
将
来
を
見
す
え
た
必
要
な

変
革
を
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

協
働
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

　
犬
山
市
が
、
市
民
に
と
っ
て
い

つ
ま
で
も
希
望
を
持
て
る
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
、
副
市
長
と

し
て
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。�

　
平
成
２７
年
３
月
１７
日�

　
　
　
　
　
　
　
　
小
澤
正
司�

小
澤
副
市
長
の
議
会
で
の
所
信
表
明�

小 澤 副市長�
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八
曽
モ
ミ
の
木
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

今
年
開
場
４０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
を
込
め
て
、

モ
ミ
の
木
駐
車
場
の
無
料
駐
車
券

を
発
行
し
ま
す
。�

　
駐
車
場
は
八
曽
自
然
休
養
林
の

玄
関
に
あ
た
り
ま
す
。
散
策
や
キ

ャ
ン
プ
場
の
利
用
時
に
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先
　
予
約
セ
ン
タ
ー

（
蕁
６７
・
６
２
４
４
）�

�������

　
桃
太
郎
行
列
、
桃
太
郎
お
ど
り
、

宝
さ
が
し
、
桃
太
郎
ぬ
り
え
、
鬼

神
太
鼓
（
予
定
）
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。�

▼
と
き
　
５
月
５
日
贇
午
前
１１
時

〜
午
後
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
桃
太

郎
公
園
　
▼
問
合
せ
先
　
犬
山
物

産
（
蕁
６１
・
１
５
７
６
　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）�

※
雨
天
時
は
、
内
容
が
一
部
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�
���������

　
桃
太
郎
の
衣
装
に
着
替
え
て
、

お
祓
い
、
桃
太
郎
行
列
、
桃
太
郎

お
ど
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。�

▼
と
き
　
５
月
５
日
贇
午
前
１１
時

〜
午
後
３
時
（
１０
時
よ
り
受
付
）

▼
と
こ
ろ
　
桃
太
郎
公
園
　
▼
参

加
料
　
子
ど
も
１
，
０
０
０
円
、

大
人
１
，
５
０
０
円
（
要
予
約
）�

▼
定
員
　
先
着
３０
人
　
▼
申
込
み

４
月
３０
日
賍
ま
で
に
桃
太
郎
神
社

（
蕁
６１
・
１
５
８
６
　
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
３０
分
）
へ�

※
子
ど
も
に
は
、
お
守
り
・
お
土

産
付
き
で
す
。�
�������

＝
日
本
非
核
宣
言�

　
　
　
　
　
自
治
体
協
議
会
＝�

　
犬
山
市
を
は
じ
め
、
全
国
３
０

７
の
自
治
体
が
加
盟
し
、
核
兵
器

廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
推
進

し
て
い
る
日
本
非
核
宣
言
自
治
体

協
議
会
で
は
、
「
親
子
記
者
事
業

参
加
者
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
８
月
９
日
贍
に
行
う
長
崎
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
へ
の

参
加
や
被
爆
地
の
様
子
や
被
爆
者

な
ど
を
親
子
で
取
材
し
、
核
兵
器

廃
絶
と
平
和
の
願
い
を
継
承
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。�

▼
と
き
　
８
月
８
日
贖
〜
１１
日
齎

▼
定
員
　
１８
人
（
小
学
生
〈
４
年

生
以
上
〉
１
人
と
そ
の
保
護
者
１

人
の
９
組
）
※
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
各
１
組
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
、
発
表
は
当
選
者
の

み
に
通
知
。
　
▼
参
加
料
　
次
の

内
容
を
主
催
者
が
負
担
（
そ
の
他

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）
　

①
長
崎
駅
ま
で
の
航
空
・
鉄
道
往

復
運
賃
　
②
ホ
テ
ル
宿
泊
代
（
ツ

イ
ン
部
屋
、
朝
食
付
、
３
泊
）�

※
主
催
者
が
用
意
　
③
取
材
補
助

経
費
（
１
組
当
た
り
１
万
円
）�

●
申
込
み
　
５
月
１３
日
贓
ま
で
に

は
が
き
（
当
日
消
印
有
効
）
か
Ｅ

メ
ー
ル
に
①
住
所
　
②
参
加
者
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
学

年
（
平
成
２７
年
４
月
１
日
現
在
）

③
参
加
者
の
小
学
校
名
　
④
電
話

番
号
（
昼
間
連
絡
の
つ
く
も
の
）

⑤
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
性
別
　
⑥
平
和
を
願
う
一
言
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
て
、
長
崎
市

平
和
推
進
課
内
　
日
本
非
核
宣
言

自
治
体
協
議
会
事
務
局
（
〒
８５２
―

８
１
１
７
　
長
崎
市
平
野
町
７
番

８
号
　
Ｅ
メ
ー
ル�

　
　
　
　
　
　
）
へ
　
▼
そ
の
他

○
期
間
中
に
取
材
記
録
の
作
成
・

提
出
が
必
要
で
す
。�

○
新
聞
記
事
な
ど
に
氏
名
や
顔
写

真
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。�

※
そ
の
他
詳
細
は
、
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.n
u
cfreejap

an
.

co
m

）�

　
　
　
　
　
　
　
info@

nucfr�
eejapan.com

■
市
民
特
別
優
待�

　
八
曽
モ
ミ
の
木�

　
キ
ャ
ン
プ
場�

　
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
で
は
、

８０
歳
で
２０
本
以
上
の
歯
を
保
つ

『
８
０
２
０
運
動
』
の
達
成
者
を

募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
期
間
　
４
月
１５
日
贓
〜
５

月
３０
日
贖
　
▼
対
象
　
昭
和
１１
年

３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で

市
内
在
住
の
人
（
た
だ
し
、
以
前

の
表
彰
者
は
除
き
ま
す
）
　
▼
申

込
み
　
期
間
中
に
犬
山
扶
桑
歯
科

医
師
会
加
入
の
歯
科
医
院
へ�

※
８
０
２
０
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

表
彰
の
た
め
の
歯
科
健
診
が
必
要

で
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
犬
山
扶
桑
歯
科
医

師
会
　
騎
馬
（
ご
ろ
う
ま
る
歯
科

蕁
６２
・
０
１
０
１
）�

八曽モミの木キャンプ場　開場４０周年記念�

モ ミ の 木 駐 車 場  無 料 駐 車 券�
【利用期間：平成２７年５月１日贔～３１日贍】�

■
桃
太
郎
ま
つ
り�

■
桃
太
郎
の
衣
装
を
着
て�

　
桃
太
郎
ま
つ
り
に�

　
参
加
し
ま
せ
ん
か�

■
親
子
記
者
事
業�

　
参
加
者
募
集�

■
８０
歳
以
上
で
２０
本
以
上
自
分
の
歯
が�

　
あ
る
人
募
集�
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���

　
自
分
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
に
見
合

っ
た
食
事
量
や
、
健
康
を
考
慮
し

た
食
事
に
心
が
け
て
い
ま
す
か
？

健
康
を
損
な
う
前
に
、
も
う
一
度
、

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
と
き
　
５
月
２２
日
贔
午
前
９
時

４５
分
〜
午
後
１
時
３０
分
（
９
時
３０

分
よ
り
受
付
）
　
▼
と
こ
ろ
　
市

民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
　
調
理

実
習
室
　
▼
内
容
　
食
生
活
改
善

推
進
員
「
健
康
レ
シ
ピ
」
集
よ
り

（
麦
入
り
炊
き
込
み
ご
飯
、
生
椎

茸
の
え
び
詰
め
、
小
松
菜
の
白
和

え
、
生
麩
と
た
け
の
こ
の
汁
物
な

ど
）
　
▼
講
師
　
市
食
生
活
改
善

推
進
員
　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の

人
（
シ
ニ
ア
世
代
）
　
▼
定
員

先
着
１６
人
　
▼
参
加
料
　
６
０
０

円
（
材
料
代
実
費
）
　
▼
持
ち
物

健
康
手
帳
（
な
け
れ
ば
当
日
発
行

し
ま
す
）
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
三
角
巾
や

バ
ン
ダ
ナ
（
頭
を
覆
う
も
の
）
　

▼
申
込
み
　
４
月
２０
日
贐
〜
５
月

１４
日
賍
ま
で
に
市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら
（
蕁
６２
・
３
８
０

０
）
へ
（
電
話
申
込
み
可
）�

（
贖
贍
贇
を
除
く�

午
前
８
時
３０
分
〜�

午
後
５
時
）�

������

　
母
の
日
の
素
敵
な
花
を
作
り
ま

せ
ん
か
。�

▼
と
き
　
５
月
９
日
贖
午
前
９
時

３０
分
〜
正
午
　
▼
と
こ
ろ
　
市
民

健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
　
創
作
活

動
室
　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
人

▼
定
員
　
先
着
１２
人
　
▼
参
加
料

１
，
５
０
０
円
（
材
料
代
）�

▼
持
ち
物
　
ハ
サ
ミ
、
花
を
持
ち

帰
る
た
め
の
箱
な
ど
　
▼
申
込
み

４
月
２０
日
贐
か
ら
電
話
で
市
民
健

康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
（
蕁
６３
・
３

８
０
０
）
へ
（
贖
贍
贇
を
除
く
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）�

※
一
度
に
複
数
人
の
申
込
み
不
可
。�
�

　
い
ぬ
や
ま
ｅ
―
パ
ソ
コ
ン�

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス�

▼
と
き
（
訓
練
期
間
な
ど
）
　
７

月
３
日
贔
〜
２９
日
贓
（
毎
週
月
曜

日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
３
時
３０
分
ま
で
）
　
▼
と
こ

ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ

ロ
イ
デ
　
▼
内
容
　
実
務
的
な
文

書
や
表
計
算
を
身
に
付
け
、
仕
事

に
活
か
せ
る
よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
り
ま
す
　
▼
対
象
　
障
害

者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・
精
神
）

▼
定
員
　
７
人
（
面
接
で
選
考
）

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

３
，
０
０
０
円
が
必
要
）
　
▼
申

込
み
　
６
月
５
日
贔
ま
で
に
公
共

職
業
安
定
所
へ
（
受
講
に
は
安
定

所
で
の
求
職
登
録
が
必
要
）�

▼
問
合
せ
先
　
公
共
職
業
安
定
所

ま
た
は
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
（
蕁
０
５
３
３
・
９３
・
２
１

０
２
）�

�����

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援

の
輪
が
広
が
り
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
の

手
助
け
を
し
て
欲
し
い
人
（
依
頼

会
員
）
と
子
育
て
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
人
（
援
助
会
員
）
が
会
員

と
な
り
、
お
互
い
に
助
け
あ
い
な

が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
子
育
て
中
の
保
護
者
の
人
に
役

立
つ
よ
う
に
、
ま
た
、
日
頃
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
の
援
助
活

動
が
安
心
・
安
全
に
お
こ
な
え
る

よ
う
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
子

育
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
あ
そ

び
も
紹
介
し
ま
す
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
と
き
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り

▼
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

▼
対
象
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
新
規
登
録
者
・
既

会
員
及
び
、
子
育
て
や
子
育
て
支

援
に
関
心
の
あ
る
人
　
▼
参
加
料

無
料
　
▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
　

▼
申
込
み
　
４
月
１５
日
贓
か
ら
電

話
で
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
子
ど
も
未
来
課

内
）
（
蕁
６３
・
３
８
１
８
）
へ�

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
室
内

に
あ
そ
び
ス
ペ
ー
ス
を
設
定
し
ま

す
。�

　
日
本
の
伝
統
文
化
「
茶
の
湯
」

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
そ
の
魅

力
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

▼
と
き
　
５
月
１３
日
以
降
毎
週
水

曜
日
（
前
期
９
回
）
午
後
７
時
〜

９
時
　
▼
と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
　
３
階
和
室
　
▼
内
容

「
茶
道
（
裏
千
家
）
」
の
初
歩
的

な
作
法
か
ら
基
本
的
な
お
点
前
を

学
び
ま
す
　
▼
ク
ラ
ブ
名
　
先
聖

寺
茶
道
ク
ラ
ブ
　
▼
講
師
　
芹
澤

道
代
　
▼
費
用
　
１
０
，
０
０
０

円
（
お
菓
子
代
込
み
）
　
▼
そ
の

他
　
犬
山
ま
な
び
ク
ラ
ブ
所
属
　

▼
問
合
せ
先
　
森
（
蕁
６８
・
０
３

３
７
）�

■
さ
ら
・
さ
く
ら
会�

　
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー�

　
講
座�

■
茶
道
ク
ラ
ブ
会
員
募
集�

■
県
障
害
者
委
託
訓
練�

■
平
成
２７
年
度
　�

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト�

　
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会�

　（
第
１
期
）�

回 と　　き と こ ろ 内　　　　　容 講　　師

１ ５月１４日賍�
市役所２階
２０１・２０２
会議室

楽して子育て
～赤ちゃんのくう・ねる・あそぶ～
犬山の子育て支援
～子育てで困った時どうする？～

犬山さくら保育園　園長
ファミリー・サポートセ
ンター職員

２ ５月２０日贓�保健センター

病気とその対応
～子どもの健やかな成長と健康を守
　るために～

保健センター
保健師

３ ５月２８日賍�
市役所２階
２０１・２０２
会議室

救急救命講習
～大切な人の命を守るために～

消防署
署員

■
シ
ニ
ア
料
理
教
室
　�

　
参
加
者
募
集�

※本券１枚で１台・１日のみ有効。コピー不可。
※キャンプ場及び散策の利用時に提出してください。

※問合せ先：予約センター（蕁６７・６２４４）�

　市では、地域産業の振興と新たな自主財源の確保のため、広報いぬやまに掲載する広告を募集します。�
▼掲載位置�
　「いぬやまホッと伝言板」ページの最下段�
▼規格（広告の大きさ）�
　１枠：縦４５ｍｍ×横８５ｍｍ（ただし、２枠合併枠の掲載可）�
　２枠合併枠：縦４５ｍｍ×横１７３ｍｍ�
▼掲載料�
　１号１枠：１５,０００円、１号２枠合併枠：３０,０００円�
　（消費税及び地方消費税含む）�
▼掲載できない広告�
　政治活動・宗教活動・社会問題についての主義主張・�
　公序良俗に反するものなど犬山市広告掲載事業実施要綱第�
　３条に該当するものは掲載しない。�
▼募集枠数　１号あたり１０枠　▼作成部数　２７,４００部�
▼募集枠の優先順位　募集枠の優先順位としては、一括申込み、２枠合併枠申込み、１枠申込みの順位で決
　定し、掲載します。広告掲載が適当と認められる者が募集数を上回った時は、抽選により決定します。�
▼広告募集日程等�

▼申込み�
　「広報いぬやま広告掲載申込書」に必要事項を記入のうえ、広告案などを添付して、秘書企画課（蕁４４・
０３１１）へ　※その他詳細は、市ホームページ「犬山市広告募集」を見てください。�

「広報いぬやま」に広告を載せてみませんか？�「広報いぬやま」に広告を載せてみませんか？�「広報いぬやま」に広告を載せてみませんか？�

広告掲載号�

７月１５日号�

８月１日号�

８月１５日号�

９月１日号�

９月１５日号�

１０月１日号�

５月１日贔�

５月１日贔�

５月２８日賍�

５月２８日賍�

６月２５日賍�

６月２５日賍�

６月５日贔�

６月２３日齎�

７月７日齎�

７月２３日賍�

７月３１日贔�

８月１９日贓�

６月１２日贔�

６月３０日齎�

７月１４日齎�

７月３０日賍�

８月７日贔�

８月２６日贓�

５月１日贔� ６月５日贔� ６月１２日贔�

広告掲載の�
申し込み期限�

広告案提出期限及び�
広告データ提出期限�

広告掲載料�
納入期限�

申
込
み�

一
　
括�

申
込
み�

随
　
時�

白黒（2枠合併枠）�
30,000円�

白黒（1枠）�
15,000円�

白黒（1枠）�
15,000円�

イメージ図�

平成２７年７月１５日号～�
　　　　１０月１日号�
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��
〜
き
こ
え
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
〜�

　
要
約
筆
記
は
、
病
気
や
事
故
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
「
聞
こ
え
」

が
不
自
由
に
な
っ
た
人
々
に
、
話

の
内
容
を
書
い
て
伝
え
る
方
法
で

す
。
た
だ
「
書
く
こ
と
」
だ
け
で

は
な
く
、
文
章
を
要
約
す
る
ポ
イ

ン
ト
も
学
び
ま
す
。�

　
書
く
こ
と
に
関
心
の
あ
る
人
、

自
身
や
家
族
が
難
聴
の
人
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
と
き
　
５
月
２６
日
齎
、
６
月
２

齎
、
１４
日
贍
（
公
開
講
座
）
、
２３

日
齎
、
３０
日
齎
、
７
月
７
日
齎
、

１４
日
齎
（
全
７
回
）
午
前
１０
時
〜

昼
１２
時
３０
分
　
▼
と
こ
ろ
　
福
祉

会
館
３
０
２
会
議
室
　
▼
内
容

①
当
事
者
や
専
門
家
の
話
を
聞
く

②
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
知

る
　
③
書
い
て
伝
え
る
方
法
を
学

ぶ
　
▼
対
象
　
ど
な
た
で
も�

▼
定
員
　
先
着
１５
人
　
▼
受
講
料

無
料
（
別
途
資
料
代
１
，
０
０
０

円
）
　
▼
申
込
み
　
４
月
２０
日
贐

〜
５
月
２０
日
贓
ま
で
に
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
蕁
６２
・
２
５
０
８

●
６２
・
９
９
２
３
）
へ�

●
公
開
講
座�

▼
と
き
　
６
月
１４
日
贍
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
（
以
後
正
午
ま
で
個

別
相
談
会
あ
り
）
　
▼
と
こ
ろ

市
役
所
２
階
　
２
０
５
会
議
室�

▼
講
師
　
愛
知
県
立
大
学
　
吉
川

雅
博
教
授
「
聞
こ
え
と
は
？
〜
超

高
齢
化
社
会
を
楽
し
く
生
き
抜
く

コ
ツ
！
〜
」�

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
通
訳
あ

り
。�

�����������

▼
と
き
　
５
月
１７
日
贍
午
前
９
時

〜
昼
１２
時
３０
分
（
午
前
８
時
３０
分

よ
り
受
付
）
　
▼
と
こ
ろ
　
東
小

学
校
体
育
館
　
▼
対
象
　
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
か
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
所
属
す
る
１８
歳
以

上
の
人
　
▼
参
加
料
　
１
人
５
０

０
円
（
参
加
賞
・
材
料
代
・
保
険

料
な
ど
）
大
会
当
日
受
付
へ�

▼
部
門
　
○
タ
ス
ポ
ニ
ー
＝
男
女

各
ダ
ブ
ル
ス
　
○
ソ
フ
ト
タ
ス
ポ

ニ
ー
＝
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
　
▼
定

員
　
先
着
１
０
０
人
　
▼
組
合
せ

当
日
抽
選
で
ペ
ア
と
ブ
ロ
ッ
ク
を

決
定
　
▼
申
込
み
　
５
月
１
日
贔

ま
で
に
申
込
用
紙
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
市
体
育
館
、
社
会
教
育

課
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
て
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
犬
山
タ
ス
ポ
ニ
ー
協
会

（
●
６７
・
２
７
０
２
）
へ
　
▼
問

合
せ
先
　
犬
山
タ
ス
ポ
ニ
ー
協
会

石
田
（
蕁
０９０
・
６
３
５
２
・
４
４

２
８
）
へ�

ＦＡＸ�

ＦＡＸ�

　犬山ポタリングクラブでは「犬山市地域総合型スポーツクラブ」の一事業としてフロアーボールのチーム
を運営しています。ぜひ参加しませんか？�
　フロアーボールはアイスホッケーの屋内版でプラスチックのボールとスティックで相手のゴールに入れる
得点競技であり、幅広い年代で楽しめる安全なスポーツです。�
【フロアボール（シニアの部）】�
▼対象・定員　４０歳以上のスポーツ好きな男女２０人、月１回程度の市内で行われる練習に参加できる人�
▼練習日程（予定）　市体育館＝４/１９、５/１６、６/１３、７/１８、８/２２、９/１９、１０/１７、１１/２１、１２/１９、
１/１６、２/２０、３/１９　《時間は各日１９：００～２１：００》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※開催日時や場所は予告なく変更になる場合がありますので注意してください。�

▼会費　年３,０００円（保険代、事務費含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※フロアーボール会員はスポーツクラブを含む犬山ポタリングクラブの年間イベントすべてに参加する
　ことができます。初心者でも可（犬山ポタリングラブで指導します）。道具一式は無料で貸し出します。�

▼申込み　５月３０日贖までに任意の用紙に住所、氏名、電話、年齢を記入してＦＡＸまたはＥメールで犬
山ポタリングクラブ事務局（ＦＡＸ６１・２３１９　Ｅメールｍｔｂ.ｔａｋａ@ｅ-ｍｅｉｄｅｎ.ｎｅｔ）へ�
▼問合せ先　犬山ポタリングクラブ事務局　福冨（蕁６１・２３１８　㈱メイデン内）�
　　　　　　ホームページｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｗｏｒｌｄｅｃｏ.ｊｐ/ｓ/ｐｕｔｔｅｒｕｉｎｇ/

犬山ポタリングクラブ　フロアーボール部フロアーボールチームメイト募集�
フロアーボールを一緒にやりませんか？�

■
要
約
筆
記
入
門
講
座�

タスポニータスポニー�
ふれあいマッチふれあいマッチ�
タスポニータスポニー�

ふれあいマッチふれあいマッチ�
タスポニー�

ふれあいマッチ�

参加者募集�

　犬山子ども大学で実践している「犬山原始人クラブ」の大
人向け講座です。楽しく生きていくために必要な知識や技を、
物づくりなどを通し体験していきます。�
▼とき・内容　下表のとおり　▼時間　午前９時～正午（一
部終日あり）　▼講師　犬山市社会教育指導員　高林徹雄　
▼対象　元気で活動に興味のある人（年齢、性別は問いませ
ん）　▼定員　先着２０人　▼受講料　１０回５,０００円（別途
教材費として５,０００円必要）　▼申込み　４月２０日贐から電
話で社会教育課（蕁４４・０３５３）へ�
▼活動計画�

～大人のための原始人講座～�～大人のための原始人講座～�
平成２７年度　文化講座受講生募集�

６月

７月

９月

１０月

１１月

１２齎�５月 火おこし① マイギリ式火おこし器作り 善師野公民館

２６齎�火おこし② 火のおこし方（火打ち石等）善師野公民館

９齎�★青竹で① パンを焼く・水筒作り 野外活動センター

２３齎�★青竹で② ご飯を炊く・食器作り・竹筆作り 野外活動センター

１４齎�竹紙を漉く① 紙料作り 善師野公民館

２８齎�竹紙を漉く② 紙漉き 善師野公民館

８齎�★わらじ作り 里山学センター

１３齎�★中山道を歩く「大湫宿・琵琶峠」 中山道・恵那市

２７齎�★サバイバルメシタキ・五平餅 野外活動センター

１０齎�★つるで籠を作る 各務原木曽川河川敷

月　日 内　　　　　容 と　こ　ろ

※天候の都合や参加者の意向で内容を変更する場合があります。
★印は終日（午後３時頃まで）活動。中山道への移動は福祉バスを利用
　します。

　犬山市の総合型地域スポーツクラブ「犬山ポタリングクラブ」の平成２７年度会員を募集します。�
　総合型地域スポーツクラブとは、地域住民により運営される３世代が楽しめる多種目スポーツクラブをい
います。�
▼主要種目（下表参照）　スポーツクラブイベント・フロアボール�
▼会　費　年３,０００円（スポーツクラブイベントとフロアーボールの練習のすべてに参加できます）�
▼申込み　５月３０日贖までに任意の用紙に住所、氏名、電話、年齢を記入してＦＡＸまたはＥメールで犬山
ポタリングクラブ事務局（●６１・２３１９　Ｅメール ｍｔｂ.ｔａｋａ@ｅ-ｍｅｉｄｅｎ.ｎｅｔ）へ�
▼問合せ先　犬山ポタリングクラブ事務局　福冨（蕁６１・２３１８　㈱メイデン内）�
　　　　　　ホームページｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｗｏｒｌｄｅｃｏ.ｊｐ/ｓ/ｐｕｔｔｅｒｕｉｎｇ/

犬山市総合型地域スポーツクラブ「犬山ポタリングクラブ」会員募集�犬山市総合型地域スポーツクラブ「犬山ポタリングクラブ」会員募集�

平成２７年度スポーツクラブ活動スケジュール�

１ ４月２６日贍�
市民のんびり
サイクリング
ツアー
巨樹古木巡り

春の犬山をゆっくり自転車散歩
をし、サイクリングの楽しさを
体感できます（１０㎞程度）。

５００円（保険・
ドリンク代）市内一円９：００～

１２：００
犬山
市民

無料
（年会費より）５０人

３ ７月２６日贍�タスポニー体験教室

タスポニーは、直径１７㎝のスポ
ンジボールを手でテニスのよう
に打ち合う球技です。安全で幅
広い年齢の人に気軽にできるス
ポーツです。

５００円（保険・
ドリンク代）西小学校９：００～

１２：００
犬山
市民

無料
（年会費より）３０人

４ ８月２３日贍�

市民のんびり
サイクリング
ツアー
名所旧跡巡り

市内の名所旧跡を観光案内人と
ともにのんびり自転車散歩をし
て郷土の奥深さをサイクリング
を通じて体感できます（１５㎞）。

５００円（保険・
ドリンク代）市内一円９：００～

１２：００
犬山
市民

無料
（年会費より）５０人

５ ９月２７日贍�カローリング体験

氷上で行うカーリングににた床
上でディスクを投げ的を狙うゲ
ームで３世代が気軽に楽しめる
屋内スポーツです。

５００円（保険・
ドリンク代）市体育館９：００～

１２：００
犬山
市民

無料
（年会費より）３０人

６１０月１１日贍�自転車散歩 ｉｎいぬやま２０１５

毎年好評のイベントで市内外か
ら集まった５００人の参加者とと
もに市内３０㎞のコースを自転車
散歩し途中各ポイントでのグル
メやイベントなどを楽しみます。

２,５００円（保険・
記念品代）市内一円９：００～

１２：００

犬山
市内
外

２,０００円５００人

７１１月２２日贍�東海自然歩道ウォーク

秋の里山を散策し犬山の隠れた
自然と里山ウォーキングの楽し
さを体感できます。

５００円（保険・
ドリンク代）市内一円９：００～

１２：００

犬山
市内
外

無料
（年会費より）５０人

８ 月１回 フロアーボー
ル体験

犬山ポタリングクラブフロアー
ボール部の定期練習に参加しル
ールや実技などを基礎から体験
し、３世代が気軽に参加できる
屋内スポーツの楽しさを体感で
きます（詳細は下記フロアーボ
ール会員募集を参照）。

５００円（保険・
ドリンク代）

市体育館
他

１９：００～
２１：００

犬山
市民

無料
（年会費より）５０人

２ ５月２４日贍�スポーツ吹き矢体験

スポーツ吹き矢は、５～１０ｍ離
れた円形の的をめがけて息を使
って矢を放ち、その得点を競う
スポーツです。性別・年齢問わ
ず誰でも手軽にでき、ゲーム感
覚で楽しみながら健康になれる
と話題です。

５００円（保険・
ドリンク代）市武道館９：００～

１２：００
犬山
市民

無料
（年会費より）３０人

Ｎｏ 開 催 日 イベント名 時 間 開催場所
（予定） 対象 定員 内　　容　（予定） 会員参加費 当日参加（非

会員）の場合

ＦＡＸ�

初心者大
歓迎�
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市
で
は
、
就
職
活
動
に
関
す
る

様
々
な
悩
み
の
あ
る
人
、
大
学
・

高
校
な
ど
を
卒
業
後
も
未
就
職
の

人
な
ど
が
早
期
に
就
職
で
き
る
よ

う
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。�

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
　�

▼
と
き
　
５
月
１２
日
齎
午
後
１
時

〜
、
２
時
〜
、
３
時
〜
　
▼
と
こ

ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室
　
▼
対

象
　
４５
歳
未
満
の
若
年
者
（
大
学
、

短
大
な
ど
の
学
生
を
含
む
）
ま
た

は
そ
の
家
族
　
▼
相
談
内
容
　
自

己
分
析
の
仕
方
、
面
接
で
の
自
己

ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
な
ど
　
▼
定
員

各
時
間
１
人
（
先
着
順
）
　
▼
申

込
み
　
４
月
２０
日
贐
か
ら
商
工
企

業
振
興
課
（
蕁
４４
・
０
３
４
０
）

へ�※
開
設
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
予

約
が
な
い
場
合
、
今
回
の
相
談
窓

口
の
開
設
は�

中
止
と
な
り�

ま
す
。�

��

�����

　
市
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
る
皆
さ
ん
の
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
進
め
る
た
め
、

犬
山
市
国
民
健
康
保
険
の
保
健
事

業
と
し
て
、
脳
検
診
に
対
す
る
助

成
を
実
施
し
ま
す
。�

　
助
成
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、

３
月
３１
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
と
申

込
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
助
成
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。�

▼
申
込
み
　
４
月
２４
日
贔
（
必

着
）
ま
で
　�

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
保
険
年
金
課
国
民

健
康
保
険
担
当
（
蕁
４４
・
０
３
２

７
）�

ご存じですか？福祉手当一覧表�

※各種手当は、認定請求などを行い、認定を受けなければ、受給できません。�
※児童手当、外国人高齢者福祉手当（市）については６月に、その他のもの（障害者扶助料、在宅要介護者介護手当除く）については８月に、
現況届が必要です。�

※児童扶養手当、遺児手当（県・市）における「１８歳以下の児童」とは、１８歳に達した日の属する年度の末日以前の児童をいいます。�

・児童１人目　 月額４２,０００～９,９１０円
・２人目の加算額 月額５,０００円
・３人目以降の加算額 月額３,０００円
　　４・８・１２月の年３回支給
　　※所得制限、公的年金との併給制限あり。
　　※４月分より、手当額が変更となりました。

母（父）子家庭（配偶者が重度障害者の
家庭を含む）で１８歳以下の児童（障害
児である場合は２０歳未満）を養育して
いる人

児童扶養手当�
（国）�

・児童１人につき 月額２,３００円
　　３・７・１１月の年３回支給
　　※所得制限なし。

母（父）子家庭（配偶者が重度障害者の
家庭を含む）で１８歳以下の児童を養育
している人

遺　児　手　当�
（市）�

・身体障害１～２級程度またはＩＱ３５以下程度の障害児
 月額５１,１００円
・身体障害３級（４級の一部を含む）程度の障害児またはＩＱ５０
　以下程度の障害児 月額３４,０３０円
上記障害程度については目安であり詳細については診断書等
で判定
　　４・８・１１月の年３回支給
　　※所得制限あり。
　　※４月分より、手当額が変更となりました。

心身に障害のある２０歳未満の児童を養
育している人

特別児童扶養�
手当（国）�

・身障手帳１・２級、療育手帳Ａ判定、精神手帳１級
 月額２,６００円
・身障手帳３・４級、療育手帳Ｂ判定、精神手帳２級
 月額２,３００円
・身障手帳５・６級の進行性筋萎縮症、自閉症状群と診断さ
　れた人 月額２,３００円
・身障手帳５・６級、療育手帳Ｃ判定、精神手帳３級
 月額１,３００円
・戦傷病者手帳 月額１,３００円
　　３・９月の年２回支給
　　※所得制限なし。
　　※在宅要介護者介護手当（市）との併給制限あり。

身体障害者（身体障害者手帳）
知的障害者（療育手帳）
戦傷病者　（戦傷病者手帳）
精神障害者（精神障害者保健福祉手帳）
上記各手帳を所持している人

自閉症状群と診断された人

障害者扶助料�
（市）�

・身障手帳１・２級でＩＱ３５以下（重複障害） 月額１５,５００円
・身障手帳１・２級またはＩＱ３５以下（単独障害） 月額６,７５０円
・身障手帳３級でＩＱ５０以下（重複障害） 月額６,７５０円
　　４・８・１２月の年３回支給
　　※所得制限、特別障害者手当等（国・県）との併給制限
　　　等あり。

身体障害者手帳か療育手帳を所持してい
る在宅の重度障害者の人
※６５歳以上で新たに障害者となった人
は対象外となります
（施設入所者、長期入院者は除く）

在宅重度障害者�
手当（県）�

・特別障害者手当（２０歳以上） 月額２６,６２０円
・障害児福祉手当（２０歳未満） 月額１４,４８０円
・経過的福祉手当（２０歳以上） 月額１４,４８０円
　上記金額に障害程度（診断書等で判定）を基準に下記金額
　を加算
・特別障害者手当　
　身障手帳１・２級でＩＱ３５以下（重複障害） 月額６,８５０円
　身障手帳１・２級またはＩＱ３５以下（単独障害） 月額１,０５０円
・障害児福祉手当、経過的福祉手当
　身障手帳１・２級でＩＱ３５以下（重複障害） 月額６,９００円
　身障手帳１・２級またはＩＱ３５以下（単独障害） 月額１,１５０円
　　２・５・８・１１月の年４回支給 
　　※所得制限等あり。
　　※４月分より、手当額が変更となりました。

精神か身体に著しい重度の障害があり、
日常生活において常時特別の介護を必要
とする在宅の人
（税法上の特別障害者とは基準が異なり
　ます）
（施設入所者、長期入院者は除く）

特 別 障 害 者 �
手当等（国・県）�

３・９月の年２回支給 月額５,０００円
※障害者扶助料（市）との併給制限あり。

６５歳以上の高齢者で、３か月以上寝た
きりか認知症の人を在宅で介護している
人

在宅要介護者�
介護手当（市）�

３・９月の年２回支給 月額５,０００円
※所得制限あり。

１年以上市内に居住し永住許可を受けた
大正１５年４月１日以前生まれの人で昭
和５６年１２月３１日以前に外国人登録し、
公的年金などを受給していない人

外国人高齢者�
福祉手当（市）�

子ども未来課
育成担当

（蕁４４・０３２３）

福祉課
障害者担当

（蕁４４・０３２１）

長寿社会課
高齢者福祉担当
（蕁４４・０３２５）

種　　　類� 対　　　　　象� 内　　　　　容� 問合せ先�

中学校修了前（１５歳到達後の最初の年
度末）までの児童を養育している人

児　童　手　当�
（国）�

・０歳～３歳未満（一律）の児童１人につき、 月額１５,０００円
・３歳～小学校修了前（第１子・第２子）の児童１人につき、  
 月額１０,０００円
・３歳～小学校修了前（第３子以降）の児童１人につき、  
 月額１５,０００円
・中学生（一律）の児童１人につき、 月額１０,０００円
・所得が限度額以上の人は児童１人につき、 月額５,０００円
　　２・６・１０月の年３回支給
　　※所得制限あり。

・児童１人につき　１～３年目 月額４,３５０円
　　　　　　　　　４～５年目 月額２,１７５円
　　４・８・１２月の年３回支給
　　※所得制限、公的年金との併給制限あり。
　　※認定から５年経過した時点で支給終了。

遺　児　手　当�
（県）�

母（父）子家庭（父か母が重度障害者の
家庭を含む）で１８歳以下の児童を養育
している人

　市では、下表のとおり一部の公共施設の使用料や市が実施する事業の利用料などの徴収・収納を委託
しています。　▼問合せ先　会計課（蕁４４・０３０８）�

公共施設使用料などの徴収・収納を委託�

施設・使用料名など 委　　託　　先
福祉会館、犬山西公民館
塔野地公民館、善師野公
民館の使用料

公益社団法人
犬山市シルバー人材センター

犬山里山学センター、環
境保全ボランティアセン
ターの使用料など

特定非営利活動法人
犬山里山学研究所

身体障害者活動センター
内における地域生活支援
センター事業の利用手数料

犬山市身体障害者福祉協会

都市美化センター塵芥処
理手数料 株式会社　川崎技研

旧加茂郡銀行羽黒支店復
原施設の使用料、印刷機
使用料、複写機使用料

堀田町内会

多目的スポーツ広場、フ
ィットネスフロイデの使
用料など

株式会社　鶴水スポーツ

水道料金、下水道使用料、
農業集落排水使用料

株式会社　フューチャーイン
自治体・文教ソリューション本部

休日急病診療所の診療料
など

一般社団法人
尾北医師会犬山支部

観光駐車場の使用料、犬
山城入場登閣料

一般社団法人
犬山市観光協会

中本町まちづくり拠点施
設の観覧料など 中本町町内会

余坂木戸口まちづくり拠
点施設の使用料 余遊亭運営委員会

楽田ふれあいセンターの
使用料、印刷機使用料

楽田地区コミュニティ推進協
議会

旧磯部家住宅復原施設の
使用料

特定非営利活動法人
犬山城下町を守る会

生きがいサロン利用手数
料

社会福祉法人
犬山市社会福祉協議会

市体育館、武道館、弓道
場、野外活動センター、
体育センター、山ノ田公
園（野球場・テニスコー
ト）の使用料

特定非営利活動法人
犬山市体育協会

施設・使用料名など 委　　託　　先

青塚古墳史跡公園の刊行
物販売代金

特定非営利活動法人 古代邇波
の里・文化遺産ネットワーク

に　わ

大手門まちづくり拠点施
設の印刷機使用料、複写
機使用料

特定非営利活動法人
犬山市民活動支援センターの会

■
若
年
者
就
職
相
談�

　
窓
口�

■
脳
検
診
助
成�

　児童扶養手当制度では、「児童扶養手当法による児童扶養手当
の額等の改定の特例に関する法律」（平成１７年法律第９号）の規
定（物価スライド）に基づき、手当額を算出しています。�
　平成２７年度の児童扶養手当額については、平成２６年平均の全国
消費者物価指数（対前年比変動率２.７％）と、特例水準の段階的
な解消（平成２７年４月以降は△０.３％）とあわせて、下記のとお
り２.４％の引き上げとなります。�
　該当する人には、改定された児童扶養手当支給額の通知書をお
送りしましたので、確認してください。�
　不明な点については、担当へ問い合わせてください。�

児童扶養手当の支給額改定のお知らせ�

▼問合せ先　子ども未来課育成担当（蕁４４・０３２３）�
※児童扶養手当とは、ひとり親家庭等への手当制度です。�

全部支給（月額）

一部支給（月額）

４１,０２０円

４１,０１０円～９,６８０円

４２,０００円�

４１,９９０円～９,９１０円�

平成２７年３月まで 平成２７年４月から�
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と　　き�相　　談� 内　　容� 対象� 担　　　　当�

１３：３０～１４：３０２０日贓�
①いきいき

　健康相談

心と体に関する相談

や家族の健康に関す

る相談など

保健師・看護師

１３：３０～１４：３０２０日贓�

②栄養士

　による

　栄養相談

栄養に関する相談 管理栄養士

１３：３０～１５：００２０日贓�

③おくすり

　なんでも

　相談

薬に関する相談
はぐろ薬局　薬剤師

奥村正幸

１０：００～１５：００９日贖�
④アルコール

　相談

飲酒に関する悩み

相談
断酒会会員

問合せ先　市民健康館さら・さくら

ど
　
　
な
　
　
た
　
　
で
　
　
も

市民健康館さら・さくら 各種相談ガイド 5月
�

　
子
ど
も
の
成
長
途
中
で
、
む
し

歯
や
歯
肉
炎
以
外
に
歯
並
び
を
気

に
す
る
人
が
み
え
ま
す
。
歯
を
動

か
し
て
並
べ
る
と
い
う
と
、
矯
正

歯
科
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
普
段
の
生
活
の
中
で

も
歯
を
動
か
す
力
は
隠
れ
て
働
い

て
い
ま
す
。�

　
例
え
ば
唇
や
頬
の
筋
肉
に
よ
っ

て
、
歯
の
並
び
を
内
側
に
と
動
か

す
力
が
働
き
、
逆
に
舌
の
筋
肉
に

よ
っ
て
、
歯
の
並
び
を
外
側
に
と

動
か
す
力
が
働
き
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
力
が
釣
り
合
う
位
置
で
歯
並

び
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。�

　
ま
た
歯
を
抜
け
た
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
抜
け
た
隙
間
に
向
け
て

周
囲
の
歯
や
咬
み
合
わ
せ
の
歯
が

動
い
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
し
っ
か
り
揃
っ
た
歯
は
、
見
た

目
が
き
れ
い
な
だ
け
で
な
く
、
清

掃
し
や
す
く
、
む
し
歯
や
歯
周
病

に
な
り
に
く
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
た
め
、
長
く
自
分
の
歯
で

長
い
間
咬
み
続
け
る
た
め
に
も
大

切
な
こ
と
で
す
。�

　
よ
い
歯
並
び
は
よ
い
生
活
習
慣

か
ら
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
お
近
く
の
歯
科
医
院
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
筋
力
、
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
含
め
た
運
動
法
を
学
び
、
動

い
て
ト
ク
し
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
か

ら
運
動
を
始
め
た
い
人
、
自
分
に

合
っ
た
運
動
を
知
り
た
い
人
に
お

勧
め
の
講
座
で
す
。�

▼
と
き
　
５
月
２７
日
贓
午
前
９
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分
　
▼
と
こ
ろ

市
民
健
康
館
　
▼
講
師
　
健
康
運

動
指
導
士
　
▼
定
員
　
先
着
５０
人

▼
参
加
料
　
３
０
０
円
　
▼
持
ち

物
　
健
康
手
帳
、
上
履
き
用
運
動

靴
、
水
分
補
給
用
飲
料
　
▼
申
込

み
　
４
月
２１
日
齎
か
ら
市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ
（
電
話
申
込

み
可
）�

��

　
毎
月
、
無
料
・
予
約
不
要
で
、

市
内
の
医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き

る
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

▼
と
き
　
４
月
２４
日
贔
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
市
民

健
康
館
　
医
療
相
談
室
　
▼
医
師

岡
部
医
院
医
師
　
岡
部
誠
之
介
　

▼
定
員
　
な
し
（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ
先
　
市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら�

���

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
９
時
１５
分
（
こ
の
後

約
１
時
間
の
説
明
あ
り
）
　
▼
持

ち
物
　
妊
娠
届
出
書
　
▼
と
こ

ろ
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

※
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

蜷市民健康館さら・さくら（蕁６３・３８００）（ＦＡＸ６５・３０８０）贖・贍・贇を除く午前８時３０分～午後５時�
蜷保　健　セ　ン　タ　ー（蕁６１・１１７６）（ＦＡＸ６１・１７６９）�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

歯
並
び
に

　
　
影
響
す
る
も
の

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

〜
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
〜�

犬
山
市
「
健
康
市
民
づ
く
り
」
宣
言�

【
十
の
実
践
】
③ 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
し
よ
う

　
市
内
の
小
中
学
校
や
職
場
な
ど

で
緑
の
募
金
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。�

　
こ
の
募
金
は
、
地
域
の
森
林
整

備
や
緑
化
推
進
活
動
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。�

　
昨
年
度
の
犬
山
市
内
の
募
金
額

は
、
３
８
７
，
６
６
９
円
あ
り
ま

し
た
。
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
犬

山
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
の
緑
の

環
境
づ
く
り
に
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。�

緑の募金に�
ご協力を！�
緑の募金に�
ご協力を！�

4月1日贓�
�

5月31日贍�

春の募金週間�

～
�

動いてトクする�
健康運動法�
動いてトクする�
健康運動法�
動いてトクする�
健康運動法�
～たったこれだけ！？
　　　　　運動法～

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

■
母
子
健
康
手
帳

　
交
付
と
説
明
会

ヨガ風こころすっきり体操�
　呼吸法やヨガを取り入れた体操を行い、
こころと身体をほぐすリラックス方法を
学びます。�

▼ところ　市民健康館　�
▼対　象　６０歳以下の市民�
▼定　員　先着３０人　�
▼参加料　１回３００円　�
▼講　師　健康運動指導士、保健師　�
▼持ち物　健康手帳、水分補給用飲み物
▼申込み　４月２３日賍から市民健康館
　　　　　さら・さくらへ（電話可）�
※動きやすい服装で参加してください。�

▼とき　午前９時４５分～１１時４５分�
第１回

第２回

第３回

５月２１日賍�

６月４日賍

６月１８日賍�

第４回

第５回

７月２日賍

７月１６日賍�

らくらく体操６回シリーズ�
　肩こり・転倒予防に効果的な椅子に座
ってできる「らくらく体操」を中心に、
筋力低下を防ぐ体操を行います。�

▼ところ　市民健康館　�
▼対　象　市民（初めての人優先）　�
▼定　員　２０人　�
▼参加料　６００円（初回に集金）　�
▼講　師　健康運動指導士、健康づくり
　　　　　推進員　�
▼持ち物　健康手帳、室内用運動靴、水
　　　　　分補給用飲み物　�
▼申込み　４月２２日贓から市民健康館
　　　　　さら・さくらへ（電話可）�
※動きやすい服装で参加してください。�

▼とき　午前１０時～１１時３０分�
第１回

第２回

第３回

５月２０日贓�

５月２７日贓�

６月３日贓�

第４回

第５回

第６回

６月１０日贓�

６月１７日贓

６月２４日贓�

　納期内に納税できない事情のある人は、早めに相談してください。督
促状を放置したり、催告を無視したりしても問題の解決にはなりません。�
　収納課では、平日に市役所にお越しになれない人のために、休日に納
税相談を主とした窓口を市役所収納課で開設していますので利用してく
ださい。納税相談を利用する場合は、事前に収納課に連絡（予約）をお
願いします。�
【休日納税相談について】�
▼と　　き　第２・第４日曜日　午前９時～正午�
▼業務内容　納税相談、市税などの納付、納税証明書の発行�
▼問合せ先　収納課（蕁４４・０３１６）�

　平成２７年度の市税や介護保険料、後期高齢者医療保険料の納期限は
下表のとおりです。�
　納税は、市指定金融機関コンビニ及び市役所・出張所でお願いします。�
市税などの納期限を過ぎますと、延滞金がかかることがありますので、
お早めに納付をお願いします。�
▼問合せ先　収納課（蕁４４・０３１６）�

平成２７年度の市税などの納期限�平成２７年度の市税などの納期限�

納 期 限 軽自動車税固定資産税・
都市計画税

市民税・
県民税

国民健康
保険税

介　護
保険料

後期高齢者
医療保険料

４月３０日賍

６月１日贐

６月３０日齎

７月３１日贔

８月３１日贐

９月３０日贓�

１１月２日贐

１１月３０日贐

１２月２５日贔�

２月１日贐

２月２９日贐

３月３１日賍�

１期・全期

２期

３期

４期

１期

２期

３期

４期

５期

６期

７期

８期

９期

１０期

１期

２期

３期

４期

５期

６期

７期

８期

９期

１０期

１１期

１２期

１期

２期

３期

４期

５期

６期

７期

８期

１期・全期

２期

３期

４期

全　期

早めにご相談を！�

　市税などの納付は、口座振替が便利です。申込み手続きされますと、
払い込みに出かける手間や納期を忘れるなどの心配が無く、自動的に各
納期限に振替納付されますので、ぜひ利用してください。�
　手続きは、預金通帳・通帳使用印並びに納税通知書か領収証書を持っ
て、市指定の金融機関へ直接お申込みください。�

市税などの納付は便利な口座振替を利用してください�
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広報いぬやま　Ｈ２７・４・１５号 広報いぬやま　Ｈ２７・４・１５号

　
１
月
２５
日
贍
午
前
９
時
か
ら
善

師
野
公
民
館
で
城
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
善
師
野
老
人
会
の
共
催
に
よ

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
「
ふ

れ
あ
い
生
き
活
き
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
城
東
コ
ミ
ュ
の
奥
村
会
長
・
老

人
会
か
ら
北
沢
さ
ん
の
挨
拶
に
続

き
、
全
員
参
加
で
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
い
ま
し
た
。�

　
次
に
健
康
市
民
づ
く
り
「
１０
の

実
践
」
を
唱
和
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
実
践
し
て
、
健
康
に
結
び
付

け
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。�

　
そ
れ
か
ら
津
軽
三
味
線
の
大
谷

さ
ん
が
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」

な
ど
８
曲
を
演
奏
。
大
谷
さ
ん
は

各
所
で
演
奏
さ
れ
地
元
で
は
有
名

人
。
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
皆
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
加
納
ク
ミ
子
さ
ん
の

「
ぐ
ー
、
ち
ょ
き
、
ぱ
ー
の
指
ゲ

ー
ム
」
。
体
も
ほ
ぐ
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。�

　
大
沢
恵
美
子
さ
ん
の
和
舞
踊

『
源
義
経
』
は
衣
装
も
踊
り
も
良

か
っ
た
。
彼
女
は
唄
も
上
手
で
、

「
あ
ら
た
め
て
聞
き
た
い
な
。
」

と
思
い
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
銭
太
鼓
の
出
し
物
は

「
泣
く
な
、
お
亀
ち
ゃ
ん
」
と

「
こ
れ
か
ら
音
頭
」
。
可
愛
い
ら

し
い
お
化
粧
に
、
男
衆
は
„
惚
れ

ぼ
れ
“
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ト
リ
は
加
納
さ
ん
再
登
場
。
演

目
は
「
安
木
節
」
。
軽
妙
な
腰
振

り
と
手
足
の
動
き
に
、
会
場
全
体

が
盛
り
上
が
っ
て
拍
手
喝
采
。
素

晴
ら
し
ー
い
！�

　
昼
食
の
後
も
話
に
花
が
咲
き
、

談
笑
を
続
け
た
い
雰
囲
気
で
し
た

が
お
昼
を
少
し
過
ぎ
た
頃
、
締
め�

の
あ
い
さ
つ
を
し
て
終
了
。�

　
富
岡
に
住
む
私
が
、
お
隣
の
善�

師
野
地
区
の
交
流
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
新
鮮
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
は
長
い
年
月
を

か
け
て
地
域
と
し
て
の
ま
と
ま
り

が
し
っ
か
り
と
育
ま
れ
て
い
る
、�

�����������

素
晴
ら
し
い
集
落
だ
な
と
気
づ
く

事
が
で
き
、
大
変
感
銘
し
ま
し
た
。�

【
取
材
・
文
‥
小
川
博
満
さ
ん

（
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
）
】�

��

　
犬
山
市
制
６０
周
年
記
念
事
業
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
ろ
く
ま
る

健
康
フ
ェ
ス
タ
！
」
が
３
月
８
日

贍
、
市
役
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。�

　
春
を
感
じ
る
季
節
、
市
役
所
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
ま
る
で
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
飛
び
込
ん
だ
よ
う
に
大

変
身
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
か

ら
い
た
だ
い
た
「
健
康
☆
み
ら
い

宣
言
」
と
と
び
き
り
の
笑
顔
の
写

真
。�

　
市
制
６０
周
年
を
祝
い
盛
り
上
げ

る
た
め
、
市
民
公
募
に
よ
り
集
ま

っ
た
犬
山
市
制
６０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
（
通
称
ろ
く
ま
る
ス

タ
ッ
フ
）
が
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運

営
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、

「
健
康
市
民
づ
く
り
元
年
」
を
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
「
体
・
食
・
心
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
き
た
こ
と

の
集
大
成
と
し
て
、
当
日
は
、
こ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
様
々
な
ブ
ー

ス
を
展
開
し
ま
し
た
。
健
康
測
定

で
体
の
状
態
を
確
か
め
、
食
に
つ

い
て
学
び
、
癒
さ
れ
、
身
体
を
動

か
し
と
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
自
分
の
健
康
を

考
え
る
い
い
機
会
と
な
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
１０
代
か
ら
９０
代
の
お
元
気

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
健
康
づ
く
り

の
ヒ
ケ
ツ
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
笑
い
あ
り

と
心
も
体
も
元
気
に
な
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
ろ
く
ま
る

ス
タ
ッ
フ
が
一
年
間
、
市
内
各
所

で
普
及
に
努
め
て
き
た
「
ラ
ジ
オ

体
操
」
を
会
場
全
員
で
行
い
、
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
こ
の
一
年
間
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
に
出
会
い
、
元
気
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
元
気

な
あ
な
た
が
好
き
！
だ
か
ら
私
も

街
も
元
気
に
な
れ
る
。I L

O
V
E 

IN
U
Y
A
M
A

！
」�

【
取
材
・
文
‥
丹
羽
美
代
子
さ
ん

（
み
よ
ち
ゃ
ん
）】�

 

訂
　
正�

　
４
月
１
日
号
１９
ペ
ー
ジ
の
年
金

相
談
で
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
１
階

相
談
室
と
あ
り
ま
す
が
、
市
役
所

２
階
相
談
室
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。�

���

●
城
下
町
端
午
の
節
句
・
五
月
人

　
形
飾
り�

　
犬
山
城
下
町
の
公
共
施
設
や
店

舗
に
五
月
人
形
を
飾
り
ま
す
。
期

間
中
に
甲
冑
撮
影
も
で
き
ま
す
。�

▼
と
き
　
４
月
１１
日
贖
〜
５
月
６

日
贊
　
▼
と
こ
ろ
　
犬
山
城
下
町�

【
子
ど
も
甲
冑
撮
影
】
５
月
３
日

贇
〜
５
日
贇
午
前
１０
時
〜
午
後
３

時
、
旧
磯
部
家
住
宅
、
１
人
２
０

０
円
　
▼
問
合
せ
先
　
犬
山
北
の

ま
ち
推
進
協
議
会
会
長
　
吉
野

（
蕁
０９０
・
７
９
５
８
・
２
４
３

０
）�

●
障
害
年
金
個
別
無
料
相
談
会�

▼
と
き
　
４
月
２２
日
贓
午
後
１
時

〜
３
時
３０
分
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ
ン

タ
ー
フ
ロ
イ
デ
控
室
２
　
▼
対
象

精
神
・
身
体
障
害
が
あ
る
人
で
、

６５
歳
前
に
初
診
が
あ
り
、
日
常
生

活
や
仕
事
に
支
障
が
で
て
い
る
人

▼
問
合
せ
先
　
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ス

チ
ル
ベ
　
社
会
保
険
労
務
士
　
重

松
（
蕁
６２
・
７
７
７
８
）�

●
大
島
博
写
真
展�

　
「
私
の
世
界
遺
産
見
て
歩
る
記
」�

　
〜
（
第
４
回
）
中
国
編
〜�

　
大
島
博
さ
ん
（
市
老
連
写
真
部

会
員
）
が
訪
れ
た
世
界
各
地
の
世

界
遺
産
の
写
真
展
。
シ
リ
ー
ズ
の

４
回
目
は
中
国
編
で
す
。
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。�

▼
と
き
　
４
月
１８
日
贖
〜
２９
日
贇

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
▼
と
こ

ろ
　
小
弓
の
庄
　
展
示
室
（
月
曜

休
館
）
　
▼
入
場
料
　
無
料�

▼
問
合
せ
先
　
小
弓
の
庄
（
蕁
６８

・
３
７
６
７
）�

●
春
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
写
真
同
好
会
写
真
展�

　
あ
た
た
か
い
風
に
誘
わ
れ
て
出

掛
け
た
、
野
山
や
街
の
情
景
の
作

品
約
２０
点
を
展
示
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
４
月
２０
日
贐
〜
２６
日
贍

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
初
日
は

午
前
１１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）
　
▼
と
こ
ろ
　
犬
山

国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ

１
階
交
流
プ
ラ
ザ
　
▼
問
合
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
蕁
６２

・
８
５
０
５
）�

●
杖
を
使
う
３
脚
よ
り
も
、
安
定

　
歩
行
が
で
き
る
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

　
キ
ン
グ
（
Ｐ
Ｗ
）
体
験
会�

〜
肩
・
腰
・
膝
が
悪
く
て
も�

　
　
　
　
　
　
歩
き
た
い
人
へ
〜�

▼
と
き
　
４
月
２６
日
贍
・
５
月
２

日
贖
午
前
８
時
１５
分
〜
　
▼
と
こ

ろ
　
木
曽
川
犬
山
緑
地
　
▼
参
加

料
　
１
，
０
０
０
円
　
▼
持
ち
物

リ
ュ
ッ
ク
、
帽
子
、
雨
合
羽
、
水

筒
な
ど
　
▼
申
込
み
　
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電

話
番
号
、
Ｐ
Ｗ
ポ
ー
ル
有
無
を
記

入
し
て
、
Ｐ
Ｗ
事
務
局
（
〒
４８４
―

０
０
５
９
　
上
坂
町
４
―
５６
　
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
６２
・
４
０
２
２
）

へ
　
▼
問
合
せ
先
　
大
川
（
蕁
０９０

・
３
９
５
８
・
７
１
７
０
）�

●
第
７
回
犬
山
焼
後
藤
教
室�

　
作
品
展�

〜
手
か
ら
う
ま
れ
る
も
の
〜�

　
私
た
ち
さ
く
ら
工
房
・
陶
和
会

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
４
月
２８
日
齎
〜
３０
日
賍

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
　
▼
と
こ

ろ
　
旧
磯
部
邸
　
▼
問
合
せ
先

若
山
（
蕁
６１
・
１
８
６
２
）�

●
犬
山
城
界
隅
散
策
パ
ー
ト
４�

　
発
掘
調
査
か
ら
築
城
の
秘
密
に�

　
迫
る
！�

　
国
宝
・
犬
山
城
の
魅
力
再
発
見

を
一
緒
に
学
習
し
ま
せ
ん
か
？�

▼
と
き
　
５
月
１３
日
贓
午
前
９
時

２０
分
〜
　
▼
と
こ
ろ
　
福
祉
会
館

▼
内
容
　
○
講
演
「
発
掘
調
査
で

わ
か
っ
た
犬
山
城
」
　
講
師
＝
市

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
　
主
査
補
・

川
島
誠
次
氏
　
○
現
地
説
明
　�

○
昼
食
会
・
交
流
会
　
▼
参
加
料

２
０
０
円
（
資
料
代
）
　
▼
持
ち

物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
歩
き
や
す

い
服
装
　
▼
申
込
み
　
犬
山
年
金

者
の
会
　
吉
田
（
蕁
６２
・
６
２
２

６
）�

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ス
ポ
ニ
ー
の
集

　
い
参
加
者
募
集�

▼
と
き
　
５
月
２４
日
贍
午
前
９
時

〜
昼
１２
時
３０
分
（
受
付
８
時
３０
分

〜
）
　
▼
と
こ
ろ
　
犬
山
南
小
学

校
体
育
館
　
▼
対
象
　
タ
ス
ポ
ニ

ー
に
関
心
の
あ
る
人
ど
な
た
で
も

▼
定
員
　
先
着
１
０
０
人
　
▼
参

加
料
　
２
０
０
円
（
当
日
受
付
）
、

小
学
生
以
下
無
料
（
保
護
者
同

伴
）
　
▼
部
門
　
○
一
般
の
部
＝

中
学
生
以
上
　
○
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
＝
小
学
生
と
家
族
な
ど
　
▼
組

合
せ
　
当
日
抽
選
で
チ
ー
ム
と
ブ

ロ
ッ
ク
を
決
定
　
▼
申
込
み
　
５

月
１
日
贔
ま
で
に
申
込
用
紙
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
犬
山
タ
ス
ポ
ニ
ー
協
会

上
垣
外
（
蕁
／
●
６２
・
２
７
０

９
）
へ�

※
申
込
用
紙
は
社
会
教
育
課
、
市

体
育
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。�

�

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
無
料
だ

と
思
っ
た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
入

り
「
１８
歳
以
上
」
を
タ
ッ
プ
し
た

と
こ
ろ
、
入
会
金
と
し
て
約
１０
万

円
の
請
求
画
面
が
出
た
。
慌
て
て

「
退
会
は
こ
ち
ら
」
を
タ
ッ
プ
す

る
と
業
者
に
電
話
が
つ
な
が
り
、

「
退
会
に
は
２０
万
円
が
必
要
。
コ

ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
し
、
そ
の
番
号
を
教

え
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。
コ

ン
ビ
ニ
の
店
員
に
「
詐
欺
で
は
？
」

と
制
止
さ
れ
た
が
振
り
切
っ
て
購

入
し
、
業
者
に
番
号
を
教
え
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
「
デ
ー
タ
を

消
す
た
め
に
」
な
ど
と
し
つ
こ
く

電
話
で
請
求
が
あ
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
６０
代
男
性
）�

�

ア
ド
バ
イ
ス�

　
匿
名
性
の
高
さ
か
ら
、
コ
ン
ビ

ニ
等
で
電
子
マ
ネ
ー
（
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
な
ど
）
を
購
入
し
て
そ

の
番
号
を
伝
え
さ
せ
、
電
子
マ
ネ

ー
を
不
正
に
取
得
し
よ
う
と
す
る

業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
見
ら
れ
ま

す
。
カ
ー
ド
番
号
の
み
で
や
り
取

り
が
で
き
、
一
度
相
手
に
カ
ー
ド

番
号
を
伝
え
た
り
、
指
示
さ
れ
た

番
号
に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
り
す
る
と
、

取
り
戻
す
の
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

業
者
に
指
示
さ
れ
て
も
従
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
業
者
に
連

絡
す
る
こ
と
で
個
人
情
報
が
知
ら

れ
、
さ
ら
に
請
求
を
受
け
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
安
易
に
連
絡
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
困
っ

た
ら
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談
は

こ
ち
ら
へ�

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
市
消

費
生
活
相
談
…
毎
週
月
・
木
曜
日

午
後
１
時
〜
５
時
（
市
役
所
１
階

相
談
室
　
蕁
４４
・
０
３
４
０
）�

※
祝
日
は
休
み�

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
県
消

費
生
活
相
談
…
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（
尾
張
消

費
生
活
相
談
室
　
蕁
０
５
８
６
・

７１
・
０
９
９
９
）
※
祝
日
は
休
み�

○
弁
護
士
に
よ
る
消
費
生
活
法
律

相
談
…
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
（
市
役
所
１
階
相
談
室

要
予
約
…
商
工
企
業
振
興
課
　
蕁

４４
・
０
３
４
０
）�

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇�

　
６
月
１
日
号
の
締
め
切
り
は
４

月
１６
日
賍
、
６
月
１５
日
号
の
締
め

切
り
は
５
月
１
日
贔
。�

ＦＡＸ�

電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
わ�

せ
る
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト�

の
請
求�

「
ふ
れ
あ
い
生
き
活
き
交
流
会
・�

　
　
　
　
　
　
善
師
野
」
開
催
記�

市
制
６０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員�

「
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
」
に
よ
る
行
事
レ
ポ
ー
ト
！�
「
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
」
に
よ
る
行
事
レ
ポ
ー
ト
！�

民�

ひ�
ろ�
ば�

の�

市�

ろ
く
ま
る
健
康
フ
ェ
ス
タ�
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【市民文化会館】蕁６７・２４１１　【南部公民館】蕁６８・０８３４�

日�曜� 催　し　物� 会　場� 入場料� 問合せ先�時間�

１７　贍�
山本　基雄

蕁６１・９０１９

尾北コーラス協議会

第３４回合唱祭
無　料

市民文化会

館大ホール

開場１２：００

開演１２：３０

２４　贍�

犬山市民活動
支援センター
の会
蕁６１・７７１０

犬山市子ども大学

開校式
無　料

市民文化会

館大ホール

開場９：３０

開演１０：３０

※都合により、開場・開演時間が変更になることがあります。�

●平日窓口延長�
毎月第1・第3火曜日�
（4／21・5／19）�
午後７時まで�
※市民課窓口で住民票・戸籍・印鑑登録・�
　印鑑登録証明書の発行、転入届・転出届�
　の受付を行っています。�

●日曜市役所�
毎月第2・第4日曜日�
（4／26・5／10・5／24）�
午前９時～正午�
※市民課窓口で住民票・戸籍・�
　印鑑登録・印鑑登録証明書の�
　発行を行っています。�

●休日納税相談窓口�
毎月第2・第4日曜日�
（4／26・5／10・5／24）�
午前９時～正午�
※収納課窓口で市税などの納付�
　や相談・納税証明の発行を行�
　っています。�

催し物�
ガイド�

EVENT GUIDE

5月�5月�
３１　贍�

山本　英子

蕁６１・１３７３
無　料

南部公民館

講堂

開場９：１５

開演９：３０

３０周年　歌謡祭

奈加美カラオケ同好会
な　か　よし

広報いぬやま　Ｈ２７・４・１５号 広報いぬやま　Ｈ２７・４・１５号

　
大
河
ド
ラ
マ
や
歴
史
漫
画
が
多

数
あ
る
日
本
に
は
歴
史
好
き
の
人

が
多
く
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の

一
方
で
歴
史
認
識
が
充
分
で
な
い

人
も
多
い
と
耳
に
し
ま
す
。
と
り

わ
け
日
本
人
と
歴
史
の
話
を
す
る

と
、
日
本
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
歴

史
教
育
や
そ
の
認
識
の
違
い
を
強

く
感
じ
ま
す
。�

　
一
番
大
き
な
違
い
は
歴
史
か
ら

学
ぶ
べ
き
も
の
は
何
な
の
か
に
関

す
る
考
え
方
と
国
家
の
姿
勢
で
す
。

日
本
で
は
「
歴
史
」
は
遠
い
過
去

の
も
の
、
あ
る
い
は
自
分
と
は
関

係
の
な
い
政
治
の
世
界
の
話
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
外
務
省

が
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
出
版
社
に

対
し
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
使
う
教

科
書
の
戦
争
に
関
す
る
記
述
の
修

正
を
求
め
て
い
る
こ
と
や
歴
史
教

科
書
問
題
な
ど
か
ら
も
、
歴
史
認

識
に
関
す
る
日
本
政
府
の
立
場
と

他
国
の
立
場
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。�

　
ド
イ
ツ
の
歴
史
教
育
は
、
細
分

化
さ
れ
た
様
々
な
視
点
か
ら
同
じ

歴
史
を
捉
え
、
史
実
を
批
判
的
に

認
識
す
る
訓
練
を
日
頃
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
国
や
立
場
に
よ
っ
て

異
な
る
歴
史
教
育
の
違
い
、
さ
ら

に
は
な
ぜ
「
事
実
」
に
違
い
が
見

ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
歴
史
の
概

念
や
枠
組
み
自
体
の
差
異
を
学
ぶ

こ
と
で
批
判
的
思
考
能
力
を
養
う

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で

す
。�

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
を
否
定
す
る
こ
と
が
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
国
家
と
し
て

の
歴
史
観
や
歴
史
認
識
の
方
針
を

明
確
に
定
め
て
い
ま
す
。
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
教
育
課
程
に

お
い
て
義
務
付
け
て
ら
れ
て
お
り
、

国
家
と
し
て
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
悪

で
あ
り
罪
で
あ
る
と
い
う
立
場
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。�

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
歴
史
は
他

教
科
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
教
え

ら
れ
、
歴
史
を
一
つ
の
独
立
し
た

分
野
と
し
て
で
は
な
く
横
断
的
に

学
ぶ
こ
と
も
ド
イ
ツ
の
歴
史
教
育

の
特
徴
で
す
。
ま
た
、
過
去
・
現

在
・
未
来
と
い
う
時
間
軸
に
存
在

す
る
こ
の
社
会
の
基
盤
と
し
て
歴

史
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
歴
史
を

捉
え
る
姿
勢
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。�

　
す
な
わ
ち
歴
史
と
い
う
学
問
の

意
義
は
過
去
の
史
実
か
ら
何
を
見

出
す
の
か
、
あ
る
時
代
の
知
的
・

政
治
的
・
社
会
的
動
向
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
事
象
を
俯
瞰
し
、
自
分

が
歴
史
的
な
流
れ
の
中
の
ど
こ
に

位
置
し
て
い
る
か
を
考
え
さ
せ
る

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
年
号
を
暗
記
さ
せ
る

こ
と
に
時
間
を
費
や
す
の
で
は
な

く
、
歴
史
上
の
事
象
に
つ
い
て
歴

史
観
を
基
に
解
釈
す
る
こ
と
で
過

去
が
現
在
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
時

間
に
こ
そ
時
間
を
割
く
べ
き
で
す
。�

　
世
界
的
に
テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
ビ
ジ
ネ
ス
成

功
の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い
る
昨

今
、
過
去
の
歴
史
か
ら
学
び
、
再

び
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
に
、
精
神
的
な
鎖
国
状
態
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
で
国
際
的
な
視
野

や
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
す
。
地
方
に
お
い
て
も

同
様
で
、
地
方
レ
ベ
ル
で
国
際
的

な
相
互
理
解
の
方
針
を
強
化
す
る

こ
と
が
世
界
の
安
定
と
平
和
の
一

助
と
な
る
と
思
い
ま
す
。�

����

　
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
見
守

り
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

見
守
り
の
ポ
イ
ン
ト
や
非
常
持
ち

出
し
品
や
非
常
備
蓄
品
の
例
な
ど

を
掲
載
し
た
「
安
全
・
安
心
　
見

守
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。�

　
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
住
み

慣
れ
た
地
域
で
送
れ
る
よ
う
に
、

地
域
の
力
を
活
か
し
た
見
守
り
体

制
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
配
布
　
３
月
１５
日
号
広
報
と
一

緒
に
配
布
、
市
役
所
長
寿
社
会
課

窓
口
で
配
布�

▼
問
合
せ
先
　
長
寿
社
会
課
（
蕁

４４
・
０
３
２
５
）�

　
犬
山
市
安
心
情
報
メ
ー
ル
で
は
、

認
知
症
等
に
よ
る
行
方
不
明
高
齢

者
を
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に

「
高
齢
者
見
守
り
情
報
」
を
配
信

し
て
い
ま
す
の
で
、
配
信
を
希
望

さ
れ
る
人
は
左
記
方
法
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。�

【
犬
山
市
安
心
情
報
メ
ー
ル�

　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
方
法
】�

　t-in
u
yam

a-an
sh
in
@
sg
-

m
.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
り
、
案

内
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。�

材　料�
（４人分）�

ごはん
　しょうゆ
　みりん
ごま油
レタス
マヨネーズ
　とりむねミンチ
　卵 
　しょうゆ
　酒
　小麦粉
　塩、こしょう
揚げ油

…………茶碗４杯
……大さじ２

………大さじ１
………………少々
………………４枚

……大さじ４
…４００ｇ

…………………１個
……大さじ１

……………大さじ１
………大さじ４

……少々

ヘルシーライスバーガーランチ�ヘルシーライスバーガーランチ�

オリジナル�わが家のおいしいごはん�市
内の
小学生が教えてくれた

市
内の
小学生が教えてくれた

⑯�

【チキンライスバーガー】
①ごはんをラップではさみ、丸
い形を８つ作る。

②Ｂをボウルに入れてよく混ぜる。
４つに分けて、丸く平らに形
づくる。

③フライパンに２袍くらい油を
ひく。②を入れ、きつね色に
なるまで揚げる。

④別のフライパンにごま油をひく。
①のごはんの両面にＡを塗りながら、焦げ目がつくまで焼く。

⑤焼いたごはんとごはんの間に、②の揚げたチキンとレタス、マヨネーズ
をはさむ。

〈作り方〉�

【献立献立テーマ】�【献立テーマ】�

レシピ提供者　丹羽　華暖さん�
　　　　　 　（小学６年生）�

か　のん�

｛�

｛�

Ａ

Ｂ

を読込んでください。�

■
安
全
・
安
心�

　
見
守
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク�

　
の
配
布�

歴
史
か
ら
学
ぶ�

２０�

■休日歯科診療�
電話受付時間　午前９時３０分～１１時３０分�

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

と　き 歯科医院名（所在地） 電　話

■休日・平日時間外の水道緊急時�
連絡先　白山浄水場（蕁６１・１２６０）�

■救急医療の案内�
○救急医療情報センター（蕁８１・１１３３）�
　　２４時間３６５日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。�
○救急医療情報システム　http://www.qq.pref.aichi.jp/（５か国語対応）�
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。�
○小児救急電話相談（蕁＃８０００か、蕁０５２・９６２・９９００）�
　　休日などの夜間に医療相談が受けられます。�
　　★受付時間／土・日曜日、祝日の午後７時～１１時�

０５８７・９３・７６６９

６７・６６００

０５８７・９３・３３８８

４月１９日贍

４月２６日贍

４月２９日贇�

（扶桑・高雄米ノ山） 

（羽黒小安）

（扶桑・高雄定松）

羽根西ファミリー歯科

桜歯科クリニック

青木歯科医院

高齢者の総合相談�
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（蕁４４・０３２５）�
受付時間：午前９時～午後５時（贖贍贇を除く）�

■休日（昼間）診療�

■休日（夜間）診療�

犬山市休日急病診療所（国道４１号五郎丸交差点東へ３００ｍ）�
内科・外科（蕁６２・８１００）�
受付時間：午前８時３０分～１１時３０分（診療は午前９時から）�
　　　　　午後１時３０分～４時１５分（診療は午後２時から）�

受付時間　午後５時～８時�

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）

と　き 病・医院名 電　話

みどり診療所

松村クリニック

（長者町）

（上　坂）

６７・３３１１ 

６１・１４８８ 

木村内科

こばやし眼科

（城　南）

（富士見町）

６７・０００８ 

６２・７２７８

岡部医院

石原外科

（内　田）

（橋爪上）

６２・７１２１

６２・２８５５

４月１９日贍

４月２６日贍�

４月２９日贇�

�

1819



平成27年4月15日号�

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/�
Ｅメールアドレス　010201@city.inuyama.lg.jp　 ＦＡＸ　0568〈44〉0360

発行　犬山市役所　〒４８４‐８５０１　愛知県犬山市大字犬山字東畑36　●0568〈61〉1800豎�
編集　NPO編集企画協会　〒４８４‐８５８３　愛知県犬山市大字犬山字東古券776　●0568〈61〉0593

　わんぱくで明るく、
何にでも興味を持つ
性格。皆さん、どう
ぞよろしく。�

犬山市のキャラクター�

わん丸君�

岡阡　倫也ちゃん�
（木津）�

平成２６年４月２５日生まれ�

とも　や� しゅん　　りん�

佐藤　舜・稟ちゃん�
（木津）�

平成２６年４月２日生まれ�

QRコード

　
円
安
で
輸
入
品
を
中

心
に
値
上
げ
が
続
く
中
、

家
計
の
や
り
く
り
に
頭

が
痛
い
毎
日
で
す
が
、

市
財
政
も
同
じ
。�

　
各
課
で
は
、
新
し
い

事
業
は
別
と
し
て
、
前

年
と
同
じ
事
業
な
ら
そ

の
額
を
超
え
な
い
よ
う
、

発
注
先
と
交
渉
を
重
ね

る
な
ど
、
知
恵
を
絞
っ

て
の
努
力
で
す
。�

　
や
っ
ぱ
り
、
本
格
的

な
景
気
回
復
が
望
ま
れ

そ
う
で
す
。
（
山
）�

編
集
後
記�

※広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に�
　おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。�

◆
所
在
地�

　
犬
山
市
大
字
橋
爪
字
中
島
２�

◆
事
業
内
容�

　
工
作
機
械
・
物
流
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
製
造�

◆
歴
史
・
沿
革�

　
村
田
機
械
犬
山
事
業
所
は
、
昭

和
３７
年
に
繊
維
機
械
・
工
作
機

械
・
物
流
機
器
の
製
造
の
た
め
操

業
開
始
。
一
面
桑
畑
だ
っ
た
１３
万

坪
の
敷
地
に
、
当
初
は
工
場
が
ぽ

つ
り
ぽ
つ
り
と
し
か
建
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
事
業
分
野
の
拡

大
と
と
も
に
工
場
を
増
設
し
、
現

在
で
は
村
田
機
械
の
主
力
工
場
と

し
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
中
核
を
担

っ
て
い
ま
す
。�

◆
新
た
な
技
術
を
、
犬
山
か
ら
世

　
界
へ
発
信�

　
犬
山
事
業
所
で
手
が
け
る
製
品

は
、
世
界
中
の
工
場
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
Ｐ
Ｃ
や
ス

マ
ホ
な
ど
身
近
な
機
器
に
欠
か
せ

な
い
半
導
体
の
製
造
工
場
に
設
置

さ
れ
る
搬
送
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界

の
半
数
以
上
が
当
社
の
製
品
で
す
。

天
井
の
レ
ー
ル
を
走
る
搬
送
台
車

や
自
動
倉
庫
な
ど
か
ら
な
る
搬
送

シ
ス
テ
ム
は
、
ウ
エ
ハ
と
呼
ば
れ

る
円
盤
状
の
材
料
が
半
導
体
と
し

て
完
成
す
る
ま
で
に
要
す
る
数
百

の
工
程
間
の
搬
送
・
一
時
保
管
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
半
導
体
工
場

は
３
６
５
日
２４
時
間
、
完
全
無
人

搬
送
で
稼
働
し
て
お
り
、
搬
送
シ

ス
テ
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
は
生
産
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
た
め
、

当
社
製
品
は
犬
山
事
業
所
内
の
実

験
設
備
で
十
分
検
証
を
行
っ
て
い

ま
す
。
年
初
に
は
、
犬
山
事
業
所

内
に
搬
送
シ
ス
テ
ム
の
実
験
を
行

う
「
テ
ク
ノ
ス
ク
エ
ア
」
を
新
設

し
、
さ
ら
な
る
技
術
開
発
に
も
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　�

�������

◆
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に�

　
毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
「
犬

山
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
」
（
愛
知
県
自
転
車
競
技
連
盟

主
催
）
の
会
場
と
し
て
、
犬
山
事

業
所
の
敷
地
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

約
２
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
で
競
う
自

転
車
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
、
小
学

生
か
ら
選
手
層
ま
で
幅
広
く
参
加

し
、
全
国
の
自
転
車
フ
ァ
ン
は
も

ち
ろ
ん
、
地
元
市
民
の
皆
さ
ま
や

社
員
、
家
族
に
も
愛
さ
れ
る
恒
例

行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
商
工
企
業
振
興
課

（
蕁
４４
・
０
３
４
０
）�

村
田
機
械
株
式
会
社
　
犬
山
事
業
所
�

　木津用水の名称は、この取水口があった
犬山市大字木津の地名に由来しています。
（「犬山・江南の昭和」より）

木津用水の旧杁（取水口）�
（昭和３１年）�

新たな技術の創造を通じて�
豊かな社会の実現を目指す�

いり�

　お兄ちゃんと仲良く、
大きくなってね！�

　これからも２人仲良
くね。�

４５�

半導体工場向け搬送システム�

２６５�


